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１） 外国（語）研究 [　 ] ２） 経済・経営学 [　 ]
３） 比較文化・人間関係論 [　 ] ４） 法学・政治学 [　 ]
５） 地域創生学 [　 ] ６） 機械・制御工学 [　 ]
７） 建設社会・建築工学 [　 ] ８） 電機・電子工学 [　 ]













１ そう思う。　 ２ どちらかといえば、そう思う。　 3 あまり、そう思わない。












































































































































　 韓国やアメリカの 2～ 3倍高いと言われています。そのことを知っていますか？
14. 最近、日本の貿易赤字が拡大しています。その主な原因は 9.11 原発事故の後で石油の輸入量が 
　 急増したためだと思いますか？


































のなら、(   ) 内に「ネット」
と記してください。
25 *下記の内から選択してください。三つまで選べます。
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1.99 0.73 103 141 24 8 4 12
2 紛争の増加 2.93 0.97 42 147 88 47 9 19
3 製造業の将来は有望 2.54 0.98 75 104 50 34 2 27
4 製造業の縮小 3.2 0.95 27 56 107 67 5 30
5 雇用・労働の劣化 3.18 0.95 48 75 76 24 8 61
Ⅱ
6 東アジア関係が優先
2.89 1.00 41 96 62 62 9 22
7 中韓の日本批判を拒絶 2.35 0.97 122 67 48 17 10 28
8 アフリカ等への進出が必要 2.92 0.97 51 87 67 42 11 34
9 在日米軍基地を追放すべし 3.21 1.09 32 59 83 73 11 32
10 靖国公式参拝は不当 3.63 1.02 25 26 73 112 20 36
11 EUとの関係緊密化 3.18 0.89 42 79 83 21 6 61
Ⅲ
12 福島事故は極例外、原発維持・輸出
2.43 0.93 76 104 61 28 6 17
13 再生エネ推進 &原発を速やかに廃止 2.7 0.99 43 94 88 47 4 15
14 原発早期廃止は不可能 2.00 0.92 123 100 36 22 2 9
15 即時の脱原発は可能 3.45 0.82 9 62 108 119 9 15
16 総括原価方式の電力料金は妥当 3.71 1.04 32 60 55 46 10 89
17 日本の電力料金は不当に高額 3.79 0.95 46 62 40 16 14 114
18 TPP参加と農業の工業化は不可避 3.37 0.99 30 56 86 62 11 47
19 食糧安保・国土保全。農業縮小は不可 2.77 0.88 80 100 36 14 5 57
Ⅳ
20 高度の英語力の必要
1.79 0.81 136 115 21 12 3 5
21 民族的プライド・伝統の保持・理解が重要 2.01 0.83 119 99 48 11 6 9
22 東アジア文化等の理解が重要 2.39 0.83 53 129 77 17 7 9
23 より多くの外国人労働者等受入が必要 2.75 0.88 39 77 126 28 10 12
24 より多くの外国留学が必要 2.00 0.82 103 129 36 13 3 8
25  KIT建学の理念を理解 2.48 0.94 64 111 63 26 20 8
26 KITの教育は建学の理念に準拠 2.74 0.82 33 143 51 23 14 29




























































































表2　ランク付けの結果—１（分野間）　Ranking Results of Constructs
　　　                Constructs 平均値Averages 順位
分野 1 日本の国際（対アジア等）関係（Ⅱ） 1.350   1
分野 4 日本のエネルギー・産業政策（Ⅲ） 1.579   2
分野 2 日本が国際化のために求められるもの（Ⅳ） 1.598   3








表3　ランク付けの結果—２  （ニュース（論点）間）　 Ranking Results of Items
Ⅱ 　［調査時は分野 １］日本の国際関係（日本の対アジア関係等）









































政策はいまだ採用されず 　　　　　　 3.044 ３





































資料D 　 Critical Thinking Videos / Homepages
[Note: class time is given at the beginning of each lesson to finish the task with students exchanging 
















Population explosion causes poverty crisis https://www.youtube.com/watch?v=LF
gb1BdPBZo










ジェロのインタビュー Jero Interview on CNN 2/3 https://www.youtube.com/watch?v=0n
ED_sphdi0
The Issue of Public Safety regarding nuclear power 




Trade Deficit and Nuclear Power 「そもそも貿易赤字





Is Fukushima still out of control? April-2014 https://www.youtube.com/watch?v=Pz1
j4IHcsP4
1. Environmental Awareness Video by Group 5 (VII-
Emerald)
2. Radioactive Wolves Of Chernobyl 


















Bullying and Corporate Psychopaths at Work: Clive 
Boddy at TEDx Hanze University
https://www.youtube.com/watch?v=tlB
1pFwGhA4
NHK BS 世界のドキュメンタリー 「パーク・アベ
ニュー　格差社会アメリカ」2012年11月 29日 NHK 
BS documentary: Park Avenue Unequal Society America
http://www.at-douga.com/?p=6582
NHK クローズアップ現代「拡大する“ブラック企業”























スの巨人 “モンサント”の世界戦略」2008 年 6 月




Japan's Debt Problem Visualized http://www.youtube.com/watch?v=Njp
8bKpi-vg
Michael Sandel: Why we shouldn't trust markets with 












2014 年 1 月 4 日放送、NHK・ETV 特集 ＜戦後史
証言プロジェクト＞ 日本人は何をめざしてきたの



















NHK ハートネットテレビ 「シリーズ 貧困拡大社
会 若者を追い詰める“ブラック企業”」2012 年 10
月 24 日 Poverty Series
http://www.dailymotion.com/video/
xukawr_news
101 East - Land of rising suicide http://www.youtube.com/watch?v=b4zo
a1xJShU







  Chapter 9  Videos: Gender Issues    7:23 Minutes
男女平等（日本）日英字幕Gender Equality in Japan
















1. Closing Japan's Gender Gap   Video: http://www.youtube.com/watch?v=OSZVi-GCOvM
































GM Foods 3.14 3.78 3.35 3.64
Population Crisis 3.85 3.78 3.42 3.57
Intercultural Issues 3.28 3.5 3.21 3.21
Fukushima 3.71 4.14 4.21 4.21
Nuclear Power 3.85 4.50 4.14 3.78
Corporate Bullying 3.78 3.71 3.64 3.42
Japan's Health Care 3.5 3.85 3.28 3.14
Family Problems in Japan 3.35 3.5 3.85 3.85
Japan's Debt Problem 3.5 3.85 3.85 3.78
Gender Equality 3.71 4.00 3.92 3.50
Poverty 3.35 3.21 3.57 3.64
Space Exploration 3.64 3.50 3.92 3.42
Obama / Putin / War in Ukraine 3.42 3.71 3.71 3.57
Issue of Secrets   3.42 3.42 3.50 3.42
American Bases in Okinawa 3.42 3.78 3.50 3.71
Income Inequality 3.00 3.71 3.78 3.57
TPP 3.42 3.85 3.71 3.35
Corn's Influence (Monsanto) 3.35 3.21 3.71 2.92
Market's Influence in Civic Life 3.42 3.5 3.42 3.21
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Gender Gap 3.5 3.92 3.64 4.00
Rising Suicide Rate in Japan 4.00 3.85 3.71 3.92
Black Companies 3.85 4.14 4.28 4.14
International Conflict 3.42 3.42 3.64 3.85
Competition in Electricity Grids 3.92 3.71 3.78 3.57
Constitutional Change in Japan 3.42 3.5 3.5 3.35
Trade Deficit in Japan 3.28 3.85 3.85 3.50
Subprime Crisis 3.5 3.42 3.5 3.5
Work / Life Family Balance 3.71 3.64 4.21 3.78
Battling the Yakuza 3.35 3.5 3.35 3.42
Japan's Poor 3.35 3.64 4.21 3.85













































学生たちを「わずかに保守的 A little conservative」（回答の総計は11 ～14点）「わずかにリベ
ラル A little liberal」（回答の総計は19 ～22点）「（保守・リベラルが）入り交じった、意見Mixed
views」の３カテゴリーに分類した（「わずかに」より強い政治的志向をもつと判断できる学生は存
しなかった。既にそこに、こうした分類の困難さも現れているのだが）。そして政治的志向が偏らな
いように、各カテゴリーに２名ずつ、計６名を面接参加者に選んだ。そして彼らに、主
に前記の諸質問に対する意見を詳しく尋ねる、という形で面接を進めたのである。
　その結果をみると、全体に通ずる特徴として、一見多様な意見があるかのようだが、
実は立ち入ってみると、参加者の大半が共有する見方や態度が存するとの傾向があった。
そして、それらの共通する見方や態度はしばしば通俗的で非知性的ないし皮相な性格を
もっていた、といってよい。また、それらの多くは政治的には保守的な傾向を示してい
たが、保守主義思想というに足りるだけの内容を欠き、正確には既成事実追随的な色彩
を帯びていた。
　具体的に上記の諸主張への反応にそくしてみると、第一の女性差別等については、そ
の存在は「聞いたことがある」との学生が多かった。ただし、「国際社会の圧力を通じた
是正」の必要という主張に関しては、賛同した者も、「よくわからないが、もしそういう
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もの〔＝差別等〕があればそうした方がよい」という考えだとのことだった。そして、
多数の感覚は「身近な問題ではないので、見聞きすることが少ない」というものに集約
されるようで、こうしたグローバルな問題が自らと疎遠なものと実感されていることが
わかる。
　次に、いわゆるブラック企業に関しては、企業よりも若者の忍耐不足等の方を批判す
るような説も含めて、ほぼ全員がそれらに批判的であった。しかしその一方で、「ブラッ
ク企業として名指しされているもの以外にも、一般には知られてない場面でブラック企
業的なものは多い」との見方に基づいて、「絶滅した方がよいが、それは難しい」といっ
た悲観主義を導き出す意見があった（反対論はなし）。さらに、「どの企業もブラック的な
面がある」との、いわばその遍在性を認める見方や、「ブラック企業は昔からあり、特に
新しいものではない」との見解にさえ多数が同調していた。その見解は、企業ないし資
本主義一般の言わば本質論に傾斜することにより、終身雇用・年功賃金という戦後日本
の（大企業の正社員が典型だが、中小企業にも波及してきた）慣行を、グローバル的なそれも含
めた新興企業が先頭に立って――しかし政財界の極めて有力な政策論も――否定しつつ
ある、という近年の新しい段階の特質を見落としている。その意味で、単純で没歴史的
なイメージだといえる。そこでは、ブラック企業は、漠然と（日本の）違法な企業として
観念されているようである。しかも、「ブラック企業が経済成長に貢献しているというの
はみかけだけで、実は社会の人的・経済的な資産を消尽・破壊している」との、設問と
は対照的な見解を面接者が紹介した後にも、「ブラック企業も一定の経済的な貢献はして
いる」というのが、参加者達の公約数的な見方であった。そこには、理解・思考の力の
弱さと、社会的な問題に対する無力感の、相互連関的な存在をうかがうことができよう。
　いわゆるアベノミクスに関連して、主張６で言及された集団的自衛権の憲法解釈の変
更と機密保護法に対しては、大半が批判的であった。しかし、現政権の経済・財政政策
については、GDPや株価の上昇という直近のデータを根拠に経済成長につながるとの予
想や期待をもつ学生たちがいたのみならず、多数の者がその軍事・安全保障政策とは区
別して、肯定的に評価していた。尤も、トリクルダウンが起こるか、或いは最終的に「成
功」するかどうかという点に関しては、多数はむしろ悲観的であった。だがその理由を
政権の元来の新自由主義的な志向等に求める者はなく――その事実は先の没歴史的なブ
ラック企業像と対応している――、従来の政権と同様に（成果をあげる段階まで）持続する
ことが困難だからだと考えているようだった。そこにも、政治に対する無力感ないし諦
念や、一般的な傾向（らしきもの）に問題を還元・解消する、皮相で惰性的な思考を見出す
ことができよう。
　日本の外交政策（特に中・韓との関係）に関しては、日本側の対応における問題点の認識
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を説く第三の主張（や、米国が必ずしも日本寄りとはいえないとの、新たに紹介した見方）に対し
ては違和感を示す者はあっても、賛同者はなかった。露骨に排外主義的な主張こそなかっ
たものの、「〔領土問題等で〕日本にも負い目があるとしても、それを自ら認めてしまう
と不利になる」との判断や、「南京虐殺、慰安婦問題は事実の有無から問題にすべきだ」
との主張すら述べられ、しかもこれらに反論する者はなかった。参加者達の見方が、マ
スメディアによる通俗的な報道の枠を出ていないことがわかる。
　これに関連して、皇民化政策についての知識の有無を付随的に尋ねてみたが、日本語
の強制（のみ）を挙げた者が一人いただけで、ほとんど全員が無知かそれに近いようだった。
　原発については、まず時事的な話題として、先陣を切って再稼働が行なわれようとし
ている原発（＝川内原発）を知っているか、質問してみたが、地元九州の話題なのに、皆が
無知であった。総括原価方式についても尋ねたが、「電力会社が電気料金を決める」「電気
料金にはいろいろ入っている。正確には思い出せない」との曖昧な発言があっただけで、
大学の講義で学んだことのある者も含めて、正確に理解している学生は無きに等しかっ
た。
　第四の主張に関しては、「原発は使わないですめばそれに越したことはない」とする者
はあったが、それも消極的容認論の範囲内に収まり、「太陽光や風力による発電は天候に
左右され不安定〔で原発の代わりにならない〕」、「東日本大震災の時のような規模の地震
は例外的だ〔から、原発をやめる理由にはならない〕」との見方が概ね共有されていた。「脱
原発論は必ずしも感情論ではなく、学問的な根拠により、原発に関する虚偽の宣伝に反
駁し、それが経済的に引き合わずエコでもないことを指摘してきた脱原発論が存在する」
との評価も紹介したが、面接参加者から賛意は聞かれなかった。
　ＴＰＰへの加盟については、強い賛成論は乏しかったものの、それが日本にとって有
害だとか、加盟しない方がよい、と考える者もなかった。加盟しても大きな変化はない、
或いは、よくわからない、とする意見が多数で、第六の主張に対しては、どちらかとい
えば好意的に傾いていたようだった。そこには製造業予備軍としての利害関心の作用も
あろうが、大勢ないし既成事実への追随としての「現実主義」的態度が支配的だったと
いえるだろう。
　最後に、社会的・政治的なトピックに関する情報源を尋ねたところ、ほぼ全員について、
それが主にテレビとインターネットに限られること――ロング（CTPクラス）や本田（政治学）
の講義を挙げた者も一、二あった。ただし、その理解の程度が問題なことは、縷説する
までもない――、そして、友人や家族とそうした話題について話すことはほとんどない
との事実、が判明した。学生たちのごく一般的な傾向が、ここでも確認されたわけである。
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　結びに代えて
　以上の結果が示す通り、学生たちのグローバル化像には、関心と知識の偏り、認識・
思考力の弱さ、旧来の枠組や狭い利害関心、そして俗説の拘束等の特徴が指摘できる。
それらは、視野の限局、日常生活と大状況の関連づけの欠如、総じていえば、知性の脆
弱さの帰結であるといえる。
　関心の欠如について補足すれば、アンケート調査における「知識が不十分…」との回
答が実は（認めたくない？）無関心を伴っている場合もありうるだろう。また、英語力の必
要については、前引の寮生達の意見が示唆するように、調査では「建前的」な回答が含
まれていた可能性がある。つまり、表面には現れない、いわば「隠れた無関心」の問題
が存するわけである。
　ともかく、以上のようなグローバル化像の背景には、質問票調査とランク付け調査か
らも窺われるように、私化・原子化し、かつ他者志向的な意識が存しているようにみえる。
それは、いうまでもなく、開かれ、かつ成熟した関心と認識の形成という教育の目標に
対して逆行する条件であり、大きな障害である。それに加えて、CTPによる講義はおそ
らく学生達の全員が初めて経験するものであり、その習得に困難があったのは自然な面
もある。
　そうした学生達を対象としてグローバル的な関心・態度・知識の獲得や形成を行なう
ことは、容易ではない。今回のCTPの試みも、その元来困難な課題を実現するには不十
分な、単純で予備的なものに止まっていた。つまり、半年間足らずの学期――クォーター
制に移行すれば、三カ月未満にまで短縮する――に週一回の講義という量と、また教育
法の研究や経験等という質の両面で、少なからぬ制約をそれが有していたことを、認め
ざるをえない。
　しかしまた、今回の調査からは、CTPによるグローバル化のための教育を改善する上
で示唆をも得ることができる。具体的には、以下のことを相互連関的に追求するのが必
要ないし有益だと考えられるのである。
１）　学生の参加の拡充＝能動化と他者との対話。
　たとえば、学生に教師役を演じさせる、相互のディベート、グローバルな状況に係わる
実際的な経験的要素の導入等。
２）　ビデオ等教材（宿題）に関する補足解説や指示の充実と体系化。
　たとえば、既成事実の拘束を脱して「現実」の重層性・多元性や歴史性、規範の実在
性に対する認識、総じて複眼的・立体的な認識と思考を涵養する、異論との対話を積極
的に奨励する、下記3)の関連づけの論述を課題化する、等。いわゆる反転授業の試みも、
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思考の訓練を充実させるための戦略の一つとして、有用であろう。
３）　小状況＝学生たちの日常生活と大状況＝社会と政治の構造的ないしグローバルな諸
問題の関連づけを重視した教育。
４）　１学期（半年足らず、または三カ月足らず）や１年間等に限定されぬ、学部や大学院を通
じた継続的教育。
　そして研究の上では、多様な学生たち（国・地域、専攻、学年、年齢等々）を対象にして、か
つ上記のような教育法の（継続的な）改善・開発の試みに基づく比較調査を展開・蓄積して、
調査と教育相互のフィードバックをはかるべきであろう。
注
１）本稿所載の資料・表における統計的処理・解析はロングが担当し、面接調査の内容の引用と要約は
　　本田が行なった。
２）本稿は、第63回九州地区大学一般教育研究協議会の系列別部会（教授法・カリキュラム部会、2014
　　年9月6日。於、九州大学）における著者たちの発表、「大学生のグローバル化像に関する検討」を
　　原型として大幅に加筆し再構成したものである。
